






要約:アトピー性皮膚炎の発症と食事内容の関連を調べるためのパイロットスタディとし

て京都市内の保健所の一歳半検診を受診した児について、食事内容の聞き取り調査を行っ

た。受診者 62 人の内 89%の 55 人が調査に協力し、1 回目の聞き取り調査でカロリー計算

などの解析可能例は、33 例中 4 例の 12%、2 回目の聞き取り調査では 22 例中 15 例の 68%

であった。解析不能の原因は、食事量の記載の不正確、保護者の食事内容の忘却等で、調

査方法を改善する事により、小児栄養調査は可能と考えられた。。


